拝復
拝復　お便り拝見いたしました。ご事情を伺い、どれほどお困りかと胸が痛む思いでおります。  
しかしながら、私どもの店も昨今の不景気や物価高の影響を受け、売上が落ち込んでおり、資金繰りに追われる毎日でございます。金融機関からの借入も増えており、とても他の方にお力添えできる余裕がございません。  

せっかくのご相談にこのようなお返事を差し上げるのは大変心苦しく存じますが、何卒ご容赦くださいませ。  

ご事情が一日も早く解決に向かわれますことを、心よりお祈り申し上げます。    
　　敬具
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